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1. 研究目的 

 本研究では、我々が開発した大規模並列粒子シミュレーションコードを容易に開発

することを支援する FDPS (Framework for Developing Particle Simulator)をメニー

コアアーキテクチャ用に改変することである。FDPS は、京コンピュータや国立天文

台 CfCA の XC30 などを始めとするスカラー型コンピュータ上での粒子コードの開発

には大きな成果を残している。しかし、これが GPU や Xeon Phi などのメニーコアア

ーキテクチャにおいて機能するかどうかは自明ではない。本研究では、FDPS で N 体

シミュレーションコードを作り、それが GPU や Xeon Phi などで高い性能を発揮でき

るかどうかを調べることを目的とする。 
 

2. 研究成果の内容 
 本研究では、FDPS で N 体シミュレーションコードを作った。このコードにおい

て、MPI 並列やスレッド並列は FDPS に任せている。一方、SIMD 化については、組

み込み関数を明示的に使用した。SIMD 化を明示的に使用した箇所は、最も計算コス

トのかかる粒子間の相互作用カーネルの部分である。 
 このコードを粒子数 200 万として、COMA の Xeon Phi 1 ボード及び 2 ボードで動

作させた。比較のために国立天文台 CfCA の XC30 の 1 ノードでも同様の計算を行っ

た。COMA の Xeon Phi 1 ボードと XC30 の 1 ノードの理論性能はともに 1TFLOPS
である。その結果、１ステップ当たりの計算時間は COMA が 0.51 秒(1 ボード)及び

0.31(2 ボード)、XC30 が 0.43 秒であった。COMA1 ノードのほうが XC301 ノードよ

りも性能が高いことを示した。  
 

3. 学際共同利用として実施した意義 
 Xeon Phi 複数ボードを並列に使用できる環境は、筑波大学の COMA 以外にあまり

なく、ベンチマークの環境として最適であった。 
 

4. 今後の展望 
 N体シミュレーションコードは最も単純な粒子コードである。より複雑なSPHコー

ドでも FDPS が Xeon Phi や GPU などで機能するかどうか検証していく。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ⚪ 1000 

HA-PACS/TCA ⚪ 300 

COMA ⚪ 1000 

※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 
 


